
1こ, 1L,･JタのtbJこ泣いた牡軸部は軒 1飴で発火して

おJ),恐らくこれと同時にプOッタ内の郡 も晃火し

ているでもろiが,孔E)より私物の久Lhカ:みられるの

IJ_.熱 18散でありそのnD一'･)1II七つyr)は粘土

はJE柑さLL,火妬dAは内部でft:群を行っているのが

みられろのは棚 いことである.

写Jt.Y02の銃火T;I王EF且が 3gのためれ 大き

くEt中より2つにnlLたのみであった｡右に口が多少

あったようである｡

叫 .T(oaでは.叫 にみられろように,eEh大き

く17の才tこnLLた｡

琴爪X'oJでは.例■タL,-I-の持ち上ってくろ

状況がよく岨邦吉JLた〇

七U.の切 より岐かすると.立方形の プロ1タの租

/F.A,■異は.託す,叔少妊打投の許分に足っていちのが

馴 られろ｡
SttldyoE

コyタリートプt･1タは放火Ti上J)も政則 行巡虻

li止い●

1..濾 .これらの投影軸力!上I),例えば写DI上に見ら

れろ札熊の迦TT迎正,良glされた鮒 の捗軌aF炭等の

軒3Fは抑 こ粗野する.

fI止写41(I)(2)(3)にはコンク1-トナt'サタを

ピタIン虎.抗日′イナ▼イL LD冊管′イナマイ

トを夫45g苑gI幻に卿 )Lて突破したときの也gLの

状況を示した.,LD的哩′イナーイトはPF51に比すれ

ば大恥 :多tl.

BりL二ZtJgEt斡ttNl二EIlL.FIIgLJtTT:なbihl)I:

耶 逮三発生並に1g:故に31ノ)された花BJ犬-那lこ摂

叢の;笥芯を衣すら.
(喝和 27年り】27El工具火男性包む lこて発-#)
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鉛 丹 ･珪 素 鉄 混 合 物 の 燃 鳩

rrl和 2B卑 IH 1211麦叫

盲tn月扱郎 ･長El英世･来せ正肪

(九州工震大学)

1緒 甘

鼓妃におけるfyt?ンrE2苑電文町守の珪鮭は,

鰐肘 PIも邦の聯 性を払めて111坊を忙大 して居る

が,lILこ汐'_r･なめて梢n:'Ar山に放けろ媒胤 への輝

を学力ミしていろ｡之がaeEに(抑 J可脆性を研究する金

が屯きてい る｡卿 も之にさしサする一人でもろが,≡

9七コント■J:1苑fF野の淡PK及び}タyHスlこ射すろ安

全性に批ては稚弘に至ってhtらない.米国.英屋等に

於ても来ti砧認さ1Lて陪らす.B!打r瓶 ,)I.Lこ対して正

方位山域輔棚 の拭●帆取'Cも鵬 に至らず,空に

同駅の策k及び淑坑のtl事頚にtaLでも爆発後柏当時

Tl札火花の他 :馳められろ｡このqfは相当稚 さろ可

き阿Zaと皿わJLろ｡之t?のtRgE'の手始めとして珪特写

としてmいられる抱け一枚累etの他姓状況7_,策略
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した｡

皿 配合比変化による強火盟Flの状態

イ) 熊取力 浅

見火もE度を淡めろ方仏は令fAもろが,拭Vt75触 l何

に怯って発火iA腔も左右せられるので.花火iE舟 ま一

定の牧項他生ではか ･｡智Jtの行った弘牧分圧は電氷

95を岨llJL,兜づその追姓を SOOOC士lDlCl=陀つ｡

夫でその小火hf部にPCfllg を入jLたfa如るつぼを

押入し,⊥l与的 'Fliこ焦V は 入れて拭科の漣皮上界を

時間を切って折と｡拭何のiA虻上井迎産はR科及びる

つぼの比榊 によってBIろのでもろが大略 300CI10

8ccである｡そして発火奴はJtflの棚 L的める時を

且摂しその畔の泣JFを発火狙攻とナろ.敷布触 1正

は他姓伎サーモJ-p-那.示す叔恭柵腔を似て決定し



た｡このJJ'故に抜ろ焚火泣淡は鵬 払拡関的(士5dc)

に於てよく一丑する｡

I)) IE 料

港PtL地 坪 961Lの｢扱宍頚を苛持し,陸相 ミ蛙

兼分 91タ''のはif用のものを粉辞して位和した｡この

肘 を各社の升合にiAt:新宝の巴合,Ttの紬 とした｡

-I Jl I

以上の夷♯を行った轍 を図1に示す｡この固より

明らかな如く,菟火1主産は珪架真倉和jLの相加につれ

て政車を格き乍ら上井し,波形には一変の舶 l】触 ;見

られろ｡文物 ;50% 以上合有するものでは.発

火iE&とiL拓狂酷道理とのr+iBに遭鼓罪体が榔 しその

和は一定とIfろらしい｡この鮎 )姓の考掛ミ7!にBI鐘

JW Jll'Chlて発議ナTlT･定でもろが,急転的一二見て建

窯茨合有F)40,'''射返を重罪にして外見上=つの反応

地 神雀することが示されていろ｡

rl ■t4t.▲■LG一■
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皿 相良に依る発火温度の変化

11度に映る猛火i出 の変化を夫に枚封する｡雅致方

法はn速の功J)で.拭掛 三五五比 5/5のもの Ig J_,

用いた｡牧村は夫 -々淀汲格の粒哩礎Egl的にあるもの

-._/丈に甘辞し,蚊はそのままEE合した｡蔚伴による粒

硬変化のEE也は省破するが .扮畔技見川-.赦p樫圧,

距非茨は 10F'抑圧のものが多い｡鰍 を図2に7-T;す｡

箱Plの牡旺狂化による苑火退J空の彰管は少いようであ

るが旺鮒 の地 政Lとは大きな影菅J_{与えろことを知

ち.(稔乃ほ抑 こ上る桝 変イb;大きく'ないこともEf
囚していろとBあれる)｡

､ 〆

46

粗い杜発哉粒子は紺J-1との伽 Tmも少く又鮮 丑も

大きく,a>丑の県を外部上JJ空けILけ川潤 辺に逢せ

11反応が豊t;&くなり.罪火iEth :拓くなろのであろ

う又束帯F.SiEi虻が皮下するのは,flLい盛装鼓粒子では

その全か て圧cEに与ち1に-耕 土未反応{･或るためで

あろう-

t.Jt▲■Atl
oLtJJL

L･,/ ー一一-､

a)一 一一一/

yT 発 熱 +

この浪合伽 :悦 を行った払 いか筏の鼓を廷iEL

又その焦丘を如何なろ特ruLl寺摂するかに上って,之-if

担時空としてFf)いた田野が腔流した場合生ずる結党火

描(爆雛 ,旺応ガスの放れ,TT)泊荊fR牧等)と共に.

これが黙ilj3としてノダy切に別純の雌5モ決起に如何な

引乍J日を行うかが州雌とfJ:ろ｡uDち苑生熱血,作m時

rill(芯iB持茄咋uJ),作m止(茄且)の税が所謂黙淵とし

てのia延であろが.この山公物のri蒔生物 の比熱攻

は外部-の私狼火軸 胡 ちかでないので,阻 JJと㍍

反応藍変を求め.土をBD巾として苑_～:熱血を推ホす
ろ｡

こ71.を図3に示す｡この封から明らか1_.taに.紫石反

応追安は 7250Cに韻し,その後6000ci立正Fするの

に的 20secかかる｡ここで汲火後のiE旺上井勾Eは

サーモノ-5-の追放に仏って彫菅を受けるので正応

な上界現象をつかむことは不可経であるが一応のfiL向

を示すものと考えろ｡夫に配合比を交えてその時の崇

紋 荘退廷と60OBC也持下すろ時間/_/満更したもの

が支1である｡
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ももろが･その抑 これ1ト 帥?.t鉄罪独特鮒だ川のtyセ ランr

,rl村 村廿では Jl上の/.'･.で切n･ry放すべき..rlが存在

ナちとAlわれろ｡V 反 応 春 雅 の 形 書

式に拭科を入れろ各おの付文に伐って広軌 .如何に封 とするか

,Prr,客拝のh鎌tiに虻て考えろ.払兵!{_,6:4に計T-oFiflは05g

で旺合Itは55のものであるB紺 Ⅷ '_2g Icも ろ.箕我は軌

の月渓に上ろ冷棚 を肪く芯妹で柵 をuクス野中に寿的しそ

DやJ=抗 力をLl入してiL汝をrlIした｡毘4のtt具から見ると.P上n,CtlJL.昏托ちつぼに上って

発火注射 三野甘せられ1=い｡Jr-}紬 に於.ナろIa抹性

にI_'いものと思われろが.戟古瓦馳 にには欠如.･

彩香を与えていろ｡巧ちP.Cu,白刃ろつ11.のJ]に

出土:低下する｡之lrrdE雌 の小TLろ巾であ

って.1't.Ctzの■操作rl)tいうよI)はgE

ちそLLらの鮮 JLによろ発生煮立の放牧4]がl耽荘することに屯凶ナ

ろものと蒜等蒜詣詣首鼠 Ebitろ｡即ち桂棚 の
弧 軸 -ドの--7-nとして,l

班 的な恐妹で発生触 9,血禁か ｢ろよ～な布蓋:顎l讐',
W 慧 三諾 ≡:IL禁 蛾 のもので- - f-28 叫功のた

y>iEI足;T.YLT冊 円 木3 7 7

25 20 1180 344

6 71J JD5･5628 2t) 1000
g･16 J 635 22

一･ 一7 3 565 -

800 1278 2 628

50 一 一9 1 5110 一･ 一

一以上の如く圧砥iAE

Eはf平めて高く,又その時糊もBLめて舟,･｡従ってEE特非

から雷管起勝 二発ち迄に鳩時男の脱 文は 900cc 肘妃に越すろ可

荘触 てあろわけで.しかも地 時nllのr(い為百甘煤即

.tにこれらの11千が弗放すLLlr多且の火花をi
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はなく,苑火はtlく払ってJtE且相加か始まる.こD黒

虫冊.a)は数 小の03と拓漣の米反応 S'功は Feと

の鮒ヒZZLtに仏って現収せら)LたdJeBであると思わ
れろ｡

ヱr tこl▲1こ

1ヾl一▼･一
払茄をG合してふちと.ECEは2つの比楢から成立

していろことカ'47ろ｡耶-Ct指はili令浦臼触勺の漣†ヒ

ZZ畦であって.この圧CEに上って栗FAJに無の蕗馳 て生

1ろd折=柵 は.この背抗せらLLた抄 ;束圧r古の杜

裟哉相子に伝 わ LJ.祉胸 のiLぬ :会津に上外し.活

性化せらJLた状店で2枇 小の 0書と冊ヒ反応を行うも

のでもろ｡即ち弘一比布は二Etして部内の捌榔 叶の所

化圧略でもl).机=正応は和泊のFt.lmとq(川の Oeと

の不和一双の桝化LL畦であろ｡こ川-t.柑胡托発jiの二

次火焔の乱肘)と同軸の怨 11に増えられる.

lJl i正合茶内完全:蚊化tAの決定

.L且のAllく拍伸一砧j:弧 分秒 ま拡染抜瓜盈粁加J_r

Zj:fろ｡従って批介累が碇鮒 化のほ缶にもろならば

不一反応が肘 rちのみ'Cあっ'=那=正確としての放免

村,Emt小 ･わけでもろ.そこで如何なる配合比の時に

完全一棟化と拙句せられち反正が生すろカセ故粥する25

に次の如きyI七を行った.JgもPt科の妊分光を狂化さ

せて.その Igを凍って広地ろ.DIYに入れ.5α)9C定i道

の電SW 3Flりこ5釧lll入れ.地 打抜に於けろ蕊丑変化

を,化学XL打てFN押した.Lt!l!女別6に-,-]'=す｡この鮎

から考打 ｢ろと.tl2k敦 301.'から5,I.1鑑のiJt合故は_

伯悦すろ｡即ち宅急稚化に近いLL勧 :行われろgi合に

はJt化圧EE碓触 :非常に大となI).剛 的こ多Jtの圧
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禁の現生にJ:つて発火退#L三人IJ..ろ挺書と受けろ｡ -官庁†と々えられる｡

(3) 発生器生はtiJe)て多く,その圧rS生成牧は相 似 lの=L鎖は叫fn㌘ 年生文部省11学研棚 に上つ

当長特叩き漣をⅣつので,崇坑等に放てこれセ延棒先 て行ったものである｡

としたEytコソrn発雷官を使月け ちにはAlに荘々

の考まを,加えろ余勧 ;ある｡
rl 文 l軟

(LI) この球時男を此薮の朽い不足放物rtで也めは

絹当包汝の浬榊 TJ_･･期待することがIIl来ろ｡ (り 黄河r7tt砺EtJit折九州左折4h戟 1952LFt

(i) 似 6L式は2艮指に分れ 約-f三m ミ群杓の (2) JXzlgy CtC (US恥,oL.lt,zleJ .tla)

州 FiLこ放ける叔化反応を,那=反応は不句一派附ヒ圧 (1952))

At.を7Tう｡ (3) I.批 'J- (エ衆火野株Al研究冷炎愈 托々軌

(6) この況合抄は杜米鉄75,'.'iDで栗的!j& t引ヒ 0ぐt(柑52)

Ctlnlbu如lOTltlrilllTllun1-ForrnsILlt･OIINi.ttur(I,

G.YostHJzl,ll0SれdLl良 }TSlley叫hl.

Theeombt15tJOnprく〉lXrLLC30fthemlt)ltJm･Eerr09llLCO;Ht)iKtLIT亡htlVCbeLLnStudJCd

I印ltiontempこTatt一re90rthemzJtturC Aヽrymth therAtl00EECrroSlilcolltOmlZ)JtJm The

grAlZl･SlLeOrEerroS】1.conglVejlllJt･rCm:1rkAbleeq<cLSOtHheiLrrIILl0【ltemper.ltureB.Ⅵhlle一hFLt

oETninnZrngJYeSlltllecLrα LS

ユILZtlユtZn tetnp三raturelALtAlnAbleiEHhecoTnbtZilzO=日也⊂110POrtheロ 瓜tlTe.lbeduT8-JOnOL

higt[ten)pcrzLttZreSJntheEC･Zl亡LlOTEPrd u:tSAZldttlCCだeCtJOrll州 orthereJCtiot) I-eBCl､で亡re

tXarDmed

fl SeemslbeeユnbこStlOnOC⊂urlTlttrOJtepJ theLIrS一Ott･qtheoxl山一IO:】reJLCE1011 1⊂=hc

sDlldpゝ一㌍.thesecJmdb引qgthehcterogezleOtBreJLCtio⊃tnt" eeElkll･JユTld.CzFgCユgZLS･nLip

(KytqTu ll)SMtlteOfTcchz)ology)

殉 債 に 関 す る 研 究

(第 a報) 鉛椿式フうス トメーターに託て

那 鎌 秀 治 ･刃 ll11111/J三
(中火大学工学芳) (池化竣工東棟水虫きtJ

箱 書 もり山●長氏T),鈴木氏2),Cbemi父hetetbtlLSEheRel

t=h仰nSLAlt')に上I)邦の鮭秀tk5'.速べられていろ｡

舟抜去1ナ >トJ-クーは舟板のJy言をib当にLRf 封 等ほ_桜稚上IJ救 亡Zn乃至故 mlり近7E*に於け

祁により任Zng-))カ'L背泣出素,茄のti議いも肝硬で ろ世JtB:を本州 ZZに上OiGだした｡
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